
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 年下第 1回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[差が一定]の問題 

 

B の容器の水の量は変わりませんから， 

B の比を 2にそろえます。 

2:1⇒ ○4  : ○2   

A のはじめの比が④で後の比が③です。 

4-3=○1 が 4dL にあたりますから，Aの元の量は 

  4dL×4=16(dL) 

 

16dL 

 

[和が一定]の問題 

 

 

  

③＝5 なので，全体の比を最小公

倍数の 15にそろえます。 

〇×5 □×3 にすると，A の容器の図は 

右のようになります。 

比の(10-6=)4が 8dL にあたります。 
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比の 1は(8÷4=)2dL 

A のもとの水の量は 

 2×10=20dL 20dL 

 

左の図のようになります。 

赤線部分を最小公倍数の 6にそろえます。 

〇×2  □×3 にすると A の部分は 

 

 

 

比の(21-16=)5 が 15dL にあたるので， 

比の 1 は 15÷5＝3(dL) 

はじめの A は 16 ですから， 

 3×16=48dL 
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